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( 科目コード：8502420001JJ)

【改訂】第 1 版（2007-03-31）
【科目】計算機概論
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】前期・1 単位
【対象学科・専攻】電子情報工学科・1 年次
【担当教員】

須田 健二

【授業目標・教育方針】
電子情報技術者を目指す学生に、その導入教育を行う。現代は電子情報化社会と言わ れている。電子情報が社会にお
いて重要な役割を担っていること。また、このような 電子情報社会に貢献した人とその人物像について知ってもら
う。さらに電子情報工学科はどうゆうことを学ぶのか、１年次から５年次までのカリキュラムを紹介し今後の展望を
行う。情報とは何か、データや知識との違いを考えてもらい、コンピュータの誕生とその後の発展、マイコンの誕生、
パソコンの発展などについて学ぶ。そして、２進数、コンピュータの仕組みや構成について学ぶことで、これから本
格的な計算機関連科目の授業を学習するときの基礎知識を習得する。

【授業概要】
コンピュータとは何か、どのように使われているのか、どうやって動いているのか、 コンピュータに関する事前知識
を持っていない新入生を対象に、コンピュータ全般に対する基礎知識を与える。すなわち、まずコンピュータの歴史
とわれわれの生活について講義する。次に、コンピュータでは情報をどのように表現しているのか、なぜ２進数が使
われているのかなどについて説明する。さらに、コンピュータ内部の仕組みを知るために、論理演算、ブール代数に
ついて説明し、コンピュータがいかにして情報を処理するかについて講述する。最後にコンピュータの将来について
論じ、人間とコンピュータについて考えて終わりとする。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：文部科学省検定済教科書「電子情報技術」実教出版
参考書：都倉信樹著「コンピュータ概論」岩波書店

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
特になし（座学）

【メッセージ】
時間通りに授業を始めるので遅刻しないよう注意する。出席は毎回とり、遅刻２回は１回の欠席扱いとする。質問は
授業中・授業後でも随時受け付けるので、遠慮しないで欲しい。授業中の私語はやめてもらいたい。黒板に書いた事
項は、ノートに必ずとること。板書の内容が多く、話を聞きながらノートをとるのは大変であろうと思うが、その点
はよろしく。関連科目として「情報処理」があり、その内容はソフトウェア実習である。「情報処理」を勉強するとき
に、「計算機概論」は必ずしも必要でないが、ソフトウェアを使うときに、その背景にあるコンピュータの原理や仕組
みを理解しているかいないかで、その利用の質が違ってくる。さらに、これから本格的な計算機関連科目の授業を学
習するときの基礎知識の習得という観点からも大事である。

【リンク】
http://ruby.nat.gunma-ct.ac.jp/~jabee

【成績評価方法】
［前期］中間試験：50%，期末試験：50%

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．
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【授業計画】（授業名：計算機概論）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 講義の概要 講義のねらい、講義概要について説明する。現在は電
子情報化社会といわれている。電子情報が社会を動か
す原動力として表面に登場してきたことについて学
ぶ。また、これら電子情報技術の発展に貢献してきた
人達の業績と人となりを知る。

第 2 回 電子情報技術概説 電子情報工学科ではどんな学問を勉強するかについて
解説する。情報とは何か、知識・データとの違いにつ
いて学ぶ。コンピュータの誕生と発展、トンジスタの
発明と半導体技術の進歩について学習した後、それら
の技術の合体として、マイコン・パソコンが誕生した
こと、またその後のパソコンの発展について学ぶ。

第 3 回 コンピュータとは コンピュータとは何か、何ができるのかについて学
ぶ。コンピュータのしくみや構成について概観し、コ
ンピュータの歴史のビデオを見る（３０分）。ビデオ
に登場するジョン・ノイマンの業績、特にストアドプ
ログラム（プログラム内蔵型）方式について知る。

レポート１

第 4 回 コンピュータとプログラム コンピュータとプログラムについて学ぶ。基本プログ
ラムと応用プログラムについて学習したあと、ワープ
ロソフトなど、各種ソフトについて知り、いろいろな
プログラム言語とその特徴、プログラムの作成から実
行までなどについて学習する。

第 5 回 2 進数と 16 進数 コンピュータでなぜ２進数が使われるかについて学
ぶ。２進数と 10 進数の関係を学習したあと、次に２
進数と１６進数の関係について知る。情報量の単位で
あるビット、バイト、ワードなどを学び、情報理論を
創始したシャノンの人物像について知る。

小テスト１

第 6 回 数値の表現 数値を２進数でどのように表現するかについて学ぶ。
特に、整数、実数の表現法について学習する。特に、
整数は負の数の表現法について、実数は精度と表現で
きる数の範囲について学び、コンピュータでなぜ計算
誤差がおきるのかについて考える。

第 7 回 文字 , 音声・画像情報の表現 文字や記号、漢字を２進数でどのように表現している
かについて学ぶ。アスキーコードなど各種コードにつ
いて学習し、コードの標準化がコンピュータで必要な
ことについて知る。さらに音声や画像情報の取扱いは
どのようにしているのか学習する。

レポート 2

第 8 回 情報の表現のまとめ 前回までに説明した内容のまとめと復習をおこなう。
特に２進数、１６進数、数値の表現、文字の表現に関
する問題演習を行い、その後に簡単な試験を行う。試
験の結果によって自分の理解度を確かめる。

小テスト 2

第 9 回 論理演算 コンピュータの内部の仕組みを知るために、２進数を
処理する論理演算と論理回路について学ぶ。論理和、
論理積、否定の基本論理演算の真理値表、回路記号、
論理式、さらに、ＮＡＮＤ、ＮＯＲ、ＸＯＲ、一致回
路について学習する。

第 10 回 ブール代数 論理回路を設計するさいの基礎理論であるブール代数
について学ぶ。まず公理系を与え、そこから導かれる
定理（ド・モルガンの定理を含む）について学習す
る。次にブール代数がいかにして論理回路の設計に応
用されているかを２つの展開定理を利用して学び、真
理値表から論理式を導き、論理式からさらに論理回路
を導く方法を習得する。

第 11 回 情報処理の回路 情報処理回路の最も基礎として、加算回路について学
ぶ。半加算器、全加算器について学習し、それらの真
理値表からブール代数を応用して、回路を導く方法を
学ぶ。そして全加算器を１６個つなげて、１６ビット
加算器を設計する方法を学習する。

第 12 回 ＣＰＵの働き コンピュータのハードウェアのしくみと構成について
学ぶ。コンピュータの一般的な構成、ＣＰＵ（中央処
理装置）の働き、について学習する。

第 13 回 メモり メモリ（主記憶装置）について学ぶ。アクセスタイム
や記憶容量について学習し、ＲＯＭとＲＡＭについ
て、その構造や機能などについて学ぶ。

第 14 回 補助記憶装置と入出力装置 補助記憶装置（フロッピ－ディスク・ハードディス
ク）について学ぶ。アクセス時間や記憶容量の計算方
法を学習する。また、入力装置、出力装置について、
その構造や機能などについて学ぶ。
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第 15 回 まとめ これからのコンピュータについて考える。ＩＣ（集積
回路の動向）の進歩がコンピュータの将来を左右する
こと。より人間にとって使いやすいソフトの開発の問
題、コンピュータにできないことがあるか、などにつ
いて論じ、最後に人間とコンピュータについて考えて
終わりとする。
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